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 要  旨 
近年，BMI(Brain-Machine Interface)は広く研究されており，未期筋萎縮性側索硬化症
(Amyotrophic Lateral Sclerosis：ALS)患者や脊髄損傷患者など，脳は正常に活動しているにも関わら
ず，身体が麻痺している方々のインタフェースとしての利用が期待されている． BMI とは，脳活動
情報（脳波や脳血流など）を利用し，機械を操作する Human-Machine Interface である．本研究室
では，脳波を用いた電動車椅子 BMIシステムについての研究を行っている．これは，あらゆる身体操
作を伴わず，考えるだけで車椅子を動かすことのできるシステムである．これまでは，初めての人で
も動かせることをコンセプトにシステム開発を行っていたため，被験者のイメージしやすい任意の思
考（自由イメージ）を利用していた．現在はシステムを一新し，モーターイメージ（身体を実際には
動かさず，動かそうとするイメージ）を用いているため，より直観的な操作が可能となり，車椅子操
作の自由度を高めることが出来る． 
しかし，ここで問題となるのがモーターイメージの識別の難しさである．モーターイメージを行う
と，脳波に事象関連脱同期・事象関連同期という現象が現れると一般的には言われているのだが，す
べての人に対してきれいに観測できるわけではない．そもそも，モーターイメージを行うこと自体が，
初めての人には難しいものである．識別精度を改善するには，1. 高性能な識別方法の提案と，2. 識別
しやすい脳波を出すための被験者トレーニングの 2 つの軸があると我々は考えている．これまで，本
研究室では 1. について研究を行ってきたが，本研究では 2. を大きな課題と考え，初心者でも短時間
で自由度の高い車椅子操作が可能となるような，効率的なトレーニングシステムの開発を目標とした． 
1. については，周波数フィルタと空間フィルタを用いることで，2 つの領域について特徴抽出及び，
特徴選択を行う識別方法を提案した．さらに，2 クラス識別器によるマルチクラス識別の方法につい
て，電動車椅子 BMI操作の安全性を考慮しつつ，識別率の偏りを抑える方法について提案した． 2. に
ついては，効率的なトレーニング方法として，ビジュアルフィードバックによるトレーニングを数種
類提案し，実際に被験者実験を繰り返し行って評価した．実験したトレーニングは，イメージの提示
方法，被験者にフィードバックする情報，フィードバックするタイミング，識別器の学習を行うタイ
ミングなどの違いがある． その結果，被験者トレーニングと共に識別器を再学習していくことで，約
30分程度で，平均識別率が約 8%上昇するという結果が得られた． 
 
 
